


度数分布表からの代表値の求め方

階級 中点値 度数 累積度数 階級 中点値 度数 累積度数

40 ～ 45 42.5 10 10 ｃ 1 ～ｃ 2 ｘ 1 ｆ 1 Ｆ 1

45 ～ 50 47.5 17 27 ｃ 2 ～ｃ 3 ｘ 2 ｆ 2 Ｆ 2

50 ～ 55 52.5 36 63 ｃ 3 ～ｃ 4 ｘ 3 ｆ 3 Ｆ 3

55 ～ 60 57.5 22 85 ｃ 4 ～ｃ 5 ｘ 4 ｆ 4 Ｆ 4

60 ～ 65 62.5 15 100 ｃ 5 ～ｃ 6 ｘ 5 ｆ 5 Ｆ 5

100 ｎ

ｈ＝ｃ j+1 －ｃ j

①算術平均

＿ ∑ｘ j × j

ｘ＝
∑ｆ j

42.5 × 10 ＋ 47.5 × 17 ＋ 52.5 × 36 ＋ 57.5 × 22 ＋ 62.5 × 15
＝

10 ＋ 17 ＋ 36 ＋ 22 ＋ 15

＝ 53.25

②中央値

中央値を含む階級(ｃ j ～ｃ j+1)を按分して求める。 ｃ j ｃ j+1

n ○○●○・・・・○
Ｆ j ＜ ≦ Ｆ j+1 となるので、

2

n
（ －Ｆ j-1 ）ｈ ｘ n+1

～ 2 （50 － 27）× 5 2

ｘ＝ｃ j ＋ ＝ 50 ＋ ≒ 53.2

ｆ j 36

③最頻値

最多度数ｆ j の前後を考え、このあたりの度数分布が放物線と見なす。

。 （ｆ j －ｆ j-1）ｈ （36 － 17）× 5
ｘ＝ ｃ j ＋ ＝ 50 ＋ ≒ 52.9

２ｆ j －ｆ j-1 －ｆ j+1 2 × 36 － 17 － 22

cj cj+1

④四分位偏差

資料ｘ j がこの集団のｑ％に位置するとき、このｘ j をｑ％ ile（または第ｑ百分位数）という。

ｎｑ
いま、百分比ｑが与えられ、Ｆ j ＜ ≦ Ｆ j+1 ならば、百分位数Ｐ q は以下のようになる。

100

ｑ ｑ 1 ｎ 25 × 100
（ ×ｎ－Ｆ j ）ｈ ＝ ＝ 25

100 100 100
Ｐ q ＝Ｐ j ＋ ｑ 3 ｎ 75 × 100

ｆ j ＝ ＝ 75
100 100

ｑ＝ 50 のとき、中央値 Ｑ 1 ＝ 45 ＋(25 － 10)× 5 ／ 17 ≒49.4

ｑ＝ 25 のとき、第一四分位 Ｑ 3 ＝ 55 ＋(75 － 63)× 5 ／ 22 ≒57.7

ｑ＝ 75 のとき、第三四分位という。 ∴ Ｑ＝(Ｑ 3 －Ｑ 1)／2

＝(57.7 － 49.4)／ 2

＝ 4.15


